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本論文は、 鍵屋歴史館に所蔵される『講話』の朝鮮語かな表記、 特にその子音部分について

調査考察をおこなったものである。

『講話』は、江戸・明治期に対馬や薩摩で編纂され、 朝鮮語通詞たちの語学教科書としてもち

いられた朝鮮語学書の一つであるが、 現在所在を確認できる『講話』は、 ①京都大学文学 部所

蔵本、②沈寿宮家所蔵本、③ロシアサンクトペテルプルク東洋写本研究所アストン文庫所蔵本、

④鍵屋歴史館所蔵本の4本である。

上記4本のうち編集者および編集時期が明記されている鍵屋歴史館所蔵本は、許芝銀(2012)

で紹介された小田幾五郎の末商にあたる大浦望人司氏が所蔵していた本である。

鍵屋歴史館所蔵本で最も注目すべきところは、 小田幾五郎による朱書きなどの書き込みであ

るが、 この書き込みには、 本文を修正・加筆した部分、 本文の欄外への書き込み、 そして朝鮮

語本文の発音をあらわすためのかな表記や記号、『全一道人』などの朝鮮語かな書き資料に見ら

れる三点の表記などが見られる。 これら朝鮮語の音価をあらわす書き込みは鍵屋歴史館本以外

にはほとんど見られない。

本論文は、 小田幾五郎による書き込み、 特に子音の転写システムについて既存の朝鮮語かな

表記資料と比較し検討し、『講話』編纂当時(天明4年(1784)ころ)の朝鮮語の音声・音 韻に

ついての情報を提供するものである。
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o. 序

『講話Jは、 江戸・ 明治期に対馬や薩摩で編纂され 、 朝鮮語通詞たちの語学教科書としてもち

いられた朝鮮語学書の一つである。 語学書としてもちいられた『講話jについては、 大曲美太

郎(1936)(21や安田章(1966)ωなどに詳しい。

現在、 所在を確認できる『講話jは、 京都大学文学部所蔵本(.1)(以下、 京大本)、 沈寿官家所蔵

本(51(以下、 沈寿宮本)、 ロシア東方学研究所サンクトペテルブルグ支所アストン文庫所蔵本(61

(以下、 アストン本)、 鍵屋歴史館 所蔵本(71(以下、 鍵屋歴史館本)の4種類である。

本論文の対象である『講話』は、 現在、 鍵屋歴史館において保管・管理されている写本であ

るが、 これは、 小田幾五郎の末喬に あたる大浦望人司(81氏が所蔵していた本であり、 1998年に

九州大学の松原孝俊・佐伯弘次教授によって作成された小田幾五郎(91関連の資料一覧(101によっ

て学界に知られることになったものである。 長年未公開であったが、 本論文の筆者は、 2017年

末、 その影印本(11)を入手した。

鍵屋歴史館本は、 編集者および編集時期が明記されている ほかに 、 小田幾五郎による書き込

みがあることが特徴(121であるが、 これら書き込みは他の写本にはほとんど見られなV \ (131。

本論文は、 鍵屋歴史館本の書き込みのうち 、 カナをもちいて朝鮮語の発音を示したもの 、 特

に子音の転写システムについて既存の朝鮮語かな表記資料(141と比較し検討し 、f講話』 編纂当

時(天明4年(1784)ころ)の朝鮮語の音声・音韻についての情報を提供するものである。

1 . 鍵屋歴史館本のかな表記

鍵屋歴史館本に見られるかな表記は、[図版1] � [図版4Jのように該当朝鮮語に対してカ

ナを付した例と[図版5Jのように激音の有気性を示すために日本語の促音「ッ」をもちいた

例(151がある。 また 、 朝鮮語に日本語の濁点をもちいた例(161も多数見られるが、[図版5Jのよ

うな促音と朝鮮語に付した濁点については、 許秀美(2019)を参照されたい(171。

[図版1 J 
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鍵屋歴史館本には、 朝鮮語に対してかな表記を付したものが、 上巻に94箇所、下巻に81箇所
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見られる。 これら朝鮮語かな表記のうち子音の分布は、 [表 1 ] のとおりである。

[表1 ] 

寸 し E E ロ H 人 。 ス コ� E 立 t雪

初声
語頭 11 5 。 。 15 5 8 / 9 2 。 1 3 

語中 7 26 8 32 2 12 4 / 14 2 l 。 24 

終声 14 37 。 13 8 9 20 11 。 。 。 。 。

合計 32 回 8 45 25 26 32 11 23 4 l 訂

2 .  ， 

r-，jにカナを付したところは、 全部で 32箇所あり、 語頭の初声に11例、 語中の初声に 7 例、

終声に14例見られる。 語中の例のうち 3 例は、 語中の例 [イ] のような依存形式の例であるた

め、 表記上は語頭であっても、 前の語に連続して発音されたとおもわれるので語中の例とみな

した。

初声には、 カ行とガ行のカナがもちいられているが、 語頭の11例はすべてカ行のカナがもち

いられている。 ガ行のカナがもちいられた例(8)は、 語中において鼻音に後続する1 例のみであ

る。 ガ行のカナがもちいられるのが鼻音の後ろに隈られるのは『全一道人』ゃ『朝鮮語訳』な

どにおいても同様に観察されることであるが側、 これは、 当時の日本語のカ行の濁音が有声 性

だけではなく鼻音 性も有していたためであるとおもわれる倒。

初声

1 )語頭

イ. 上2b ヌ (カン)削 与(ナ)司 叫 唯今下リタト

ロ. 上6 b 受章吋 (クツタヤ) サノミ

ハ. 上7b 型01さ司王ヰ(クノチヨ) 道ガ タヘマシテ

ニ 下14a 甲|安(コン) し}旦型 船サヘマイレパ

ホ. 下20a 型(キ) j緊|古1(ニ) 肝要ノ

2)語中

イ. 上2b フト�去01 (コヂ) ヲ出ナサル所ガ

ロ. 上7b 1::11 27-1 (カ) し�o�LI 旦珂q アメガフルノフラヌト申テ

ハ 上11a さfë?刈(カ)q 損ジデ モ

ニ 上13a O�歪刈1 (アツソ*(22 ) ブカイ)章 人|目 ヲトリナサル、ヤウニ

ホ. 下13a 世古I Et珂(ギヨ) ヨケイニアマシテ

終声においては、 おおむね「ク」がもちいられている。「グ」がもちいられるのは、 例 [ニ]

と例 [ヘ] のようにr-，jが鼻音化してrO [I)] jになる場合に限られている。
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終声

イ. 上 1 b 至|寄(サ*イソ*ク)I催促1(初雪』司

ロ. 上4a 考古I (サ*クキ)

ハ. 上6 a 2.�号(ゾク)目� Ii闇忙|

一 上10b 2J (カグ) しI I客裡121刈

ホ. 下10b 担ル司(リヨク)I宣力|軍人l.:il

ヘ 下19a ヰ(ノグ)、古1 �I 量刈人I IlH

3 .  L 

サイソクヲ 致サウトテ

サゾ

サゾ ゴメイワクニ

旅館ニテ

宣力イタサレテ

贋ロ、トナリマセウニヨリ

ILJにカナを付したところは、 全部で68箇所あり、 語頭の初声に5例、 語中の初声に26例、

終声に37例見られる。

語頭のILJは、 すべてナ行のカナがもちいられている。『全一道人』や『朝鮮語訳』には、

初声のILJにダ行のカナがもちいられた例(24) が見られるが、 鍵屋歴史館本には見られない。

初声

1 )語頭

イ. 上 1 a 官室1(ニエブフ*イ) 叫 材

ロ. 上2b 叉(カン)与(ナ)司 針

ハ. 上10b L，- (ナ)司2司自刈

ー 下3 a Lァ(ナ)司 (リヨ)天l.:il

ホ. 下19a 司(ノグ)，古1 �I 量汁 人|口H

脇ニキテ

唯今下リタト

下リマスルト

ヲチテ

贋ロ、トナリマセウニヨリ

語中においては、 終声 12Jに初声ILJが続き流音化した場合は、 ラ行のカナがもちいら

れている倒。

2) 言苦中

イ. 上 2 a 喜LI (リ) し| 一日デ モ

ロ. 上7a 量q(ラ)乃呂刈 登テ往テ

ハ 上13b 量国(ラブ)み叫 驚キイリマシタ

また、 漢字語の場合、 表記においては、ILJをもちいているが、 漢字の本音が 12Jの場合

は、 ラ行のカナがもちいられている。

一 上3 b 脊日(リヤグ)I酒量121 酒量ニ

ホ. 上6 b 河き(ロン)I奉論|大| トリヲコナイ

漢字の本音がILJである場合も、 俗音の影響によりラ行のカナがもちいられた例制も見ら

れる。
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ヘ. 下7b 三日 (クルレン)92�:: 

ト 下16b 岳世(ウルラフ*)I運納|量

チ. 下22a ユI� (ロ)I起怒|

近年ニ至リマシテハ

コギヲサメヲ

怒ヲ ヲコサレマスル

また、 流音が鼻音化する例については、 鼻音に後続するí2 [l] Jに、 ナ行のカナがもちい

られている。

リ. 上7a 暫与1 (ネイ)I往来| 往還

ヌ. 下7b 目 望 (ニエル)I漸劣|寧22� 暇ニ ヲトロヘマシテ

終声のíLJは、「ン」がもちいられている

終声

イ. 上3 b 安芸(ヨットン) 浅イ

ロ. 上6b フ�� (ロン)I拳論!大| トリヲコナイ

ハ 上8b 手目(パン) 二度

ニ 下7b 刈| 世(パン)刈 二度目

その他に、 終声íLJに「古」が続く場合に、「古jが脱落し後続の母音と連音化した例や終

声íLJに初声のí2Jが後続した場合に流音化していることをあらわすためにわりをもち

いた例も見られる。

ホ. 上7b 量01 '2!討(マナ) 水 ガ多クテ

へ 上7b 型01担割利(クノチョ) 刈 道ガ タヘマシテ

ト. 下20a 召(キ)I緊|古1 (ニ) 肝要ノ

チ. 下16b 型 ル司(リョク)方 刈 ゴ宜力ニテ

リ. 下9b 皇ル宮(レグ)I分領|き吋 分領ヲシテ

4 .  c 

「巳Jにカナを付したところは、 全部で 8 箇所あるが、 語頭の初声と終声(27)の例はなく、 語中

の初声に 8 例見られる。

語中のícJは、 母音に後続する例のみであるが、 おおむね、 ダ行のカナがもちいられてい

る(お)。 例[ホ]のようにタ行のカナがもちいられた例は 2例見られるが、 他の例同様、 濁音で

あるとおもわれる(却) 。

初声

語中

イ. 上2b フ| 写(ダ)己I�cm 待マシテ
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ロ 上 2b つξ(ドク)q ヨケイニ

ハ 上6 b / ôll /0同(リヤ)且召cH" (ダイ) カゾエテ見マスレパ

ニ 上7b ユ国2.1 q写(ダ)己} 其日ニ至テ

ホ. 下13a 但司|宣力|方 自(トン) 宣力イタシタ

5 .  2 

12Jにカナを付したところは、 全部で45箇所あるが、 語頭の初声の例はなく、 語中の初声に

32例、 終声に13例見られる。

初声の「己」は、 前の音節の終声が鼻音である例 [ホ] の 1 例を除いてすべてラ行のカナが

もちいられている。 流音の鼻音化については、ILJの項 目で述べたとおりである。

初声

語中

イ. 上3 b 汁苧1(ライ)I去来|き呂町LI ヲ届ケ申マシタニヨリ

ロ. 上7b 吋司(リヨ)量妄"

ハ. 下4a 会!ユ司判事昌人|司(レ) LI 時

ー 下10b 早司(ロ)星人1.!r.1

ホ. 下11a 喜司1(ニエイ)I欠例f .!r.1皇

ナリガタイ

ゴメンドウニ ゴサリマセウカナレド

タヅネテ見ラレマシタレドモ

例ノ欠(カゲ )ルコトデ

終声は、 おおむね「ル」がもちいられている。終声「己」に母音が後続し連音化した場合は、

ラ行のカナがもちいられている。

終声

イ. 上6 b 呈(ハ*ル)刈 トク

ロ. 上l1b

ハ. 下 1 b 

- 下16a

ホ. 上 1 a 

へ 下6 a

史奮(マツツル) スム

づ冨(ヲル) 秋

呈(マル)司/理/!x.. カワキマシテモ

習包(セ*レグ)王.. I絶影島| 牧ノ島ノ

官営(へ*リヤグ)包有|別様厳街|き昌士lg 別テ厳ウ ヲ、セツケタ

レマシタ故

ト. 下20b 喜型(ホレン)I忽然| 忽チ(タチマチ)

6. ロ

「ロJにカナを付したところは、 全部で25箇所あり、 語頭の初声に1 5例、 語中の初声に 2例、

終声に 8 例見られる。

初声の「ロJは、 語頭、 語中ともにすべてマ行のカナがもちいられている。『全一道人』や

『朝鮮語訳』には、「ロ」が語頭に立つ場合の一部にパ行音のカナを当てた例(却)が見られるが、
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鍵屋歴史館本には見られない。

初声

1 )語頭

イ. 上7a 甲呂(マヲム) 01 

ロ. 上8b 宮啓|幸望I 01史(ミン)と乃"

ハ 下 2a 目司(ミルレク)

心中ガ

望ミガ トfキマシタソウニ

民力ノ

2)語中

イ. 上12b 量呈宮町(マ)ot叶 ソレニナゾラヘテ

ロ. 下9a 同| 羽号ロト (マ)朴" マクラ木マデ

終声「ロ」は、 すべて「ム」がもちいられている。

終声

イ. 上3 a 世包(ハニエム)j皐炎|喜 極暑ハ

ロ. 下 1 b 0ト 言(ロム)日" み叫 目出度存シマスル

ハ 下12b 2国(レム)j顧念|事�Å� ヲサパキ下サレマシタニヨリ

ニ 下21a 単言(ラム)喜 風ハ

7. tI 

「回」にカナを付したところは、 全部で26箇所あり、 語頭の初声に 5 例、 語中の初声に12例、

終声に9例見られる。

初声の語頭のíl::lJは、 すべてハ*行のカナがもちいられ(3ヘ語中の「回」は、 おおむね、

パ行のカナがもちいられている。 語中においてパ行のカナがもちいられているのは、「回Jが母

音や鼻音に後続する場合であり、 二点と三点の使い分けは、 有 声音と無声音の区別にしたがっ

ているようにおもえる。 ただし、íOI 目(パン)J、íOI 目(ハ*ン)Jの両方の表記が混在してい

るなど表記に揺れが見られる。 このような表記の揺れは、『全一道人』や『朝鮮語訳』において

も確認できる倒。

初声

1 )語頭

イ. 上6b 星(ハ*ル)刈

ロ. 上7b 1::11朴現有(ホ*ツソ*ク)旦目

ハ 上12b 皇宇1 (ホ*ルライ)j本来|

トク

雨ガセッ、フリマスレパ

本ト

ー 下13a 世司|宣力|寧日単(ハ*)2.�口| 宣力イタシタセンガ
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2)語中

イ. 上 1 b E叫(パク)1到泊| ゴi度着

ロ. 上8b 早世(パン) 二度

ハ 上12a 吉田(パン) 此度
一 下 1 b 畏(モン)虫!量目(ボン) 筈ニ合ヒマスマイト

ホ. 上11b 01目(パン)皇 此度ハ

へ 下14b 01目(ハ*ン)21 此度ノ

終声「回」は、 おおむね「ブ」がもちいられているが、「フ*Jがもちいられた例も1例見ら

れる(認) 0 ["回」が激音化する環境や連音化する環境においては、 パ行のカナがもちいられてい

る。『全一道人』ゃ 『朝鮮語訳』では、["I:::IJの後に「古Jが接し激音化する環境においては、

それぞれの要素を別々に明記した「ツ+ハ行音Jや「ブ+ハ行音」の表記がもちいられている

が、 鍵屋歴史館本には、 要素を別々に明記した表記は見られない。 また、 鍵屋歴史館本には、

例[ニ] や例[ホ] のように連音化を反映した表記が見られるが、『朝鮮語訳』には見られない例。

終声

イ. 上13b 量国(ラブ)み叫 驚キイリマシタニ

ロ. 上 1 a 官室1(ニエブフ*イ) 協ニ

ハ 下10a 到歪(サ*ブ)̂ � 9".ï!. ヲ頼ミ申サウト

ニ 上13b 音吋目(サ*パットン)河" 人|口H トリヲキマシタギユヱ

ホ. 下9a 官同(チボ) ヒラウテ

ヘ. 上13a 0ト 否刻1(アツソ*ブカイ)苧入|型 ヲトリナサル、ヤウニ

ト 下16b 皇国(ウルラフ*)1運納|量 コギヲサメヲ

8. 人

「人」にカナを付したところは、 全部で 32箇所あり、 語頭の初声に 8 例、 語中の初声に4 例、

終声に20例見られる。

初声「人」は、 語頭、 語中ともにサ行のカナがもちいられている。

初声

1 )語頭

イ. 上4a �望(セゲルイ)1盛熱I 21 

ロ. 上7a み(サツ)� 1使道|剖

ハ 下 3 a I:lI ヌト み|叫(サヤ)

2 )語中

イ. 上 1 a 包み(サ)21 

ロ. 上7a 伺企1(ヨソイ)型OI2.LI
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六日路デ ゴサルニヨリ



ハ. 下18a 姐個室包01包�I (ソイ)司'9j! ノコリ ヲ、イコトハナイト申テ

終声「人」は、IC [t] Jに中和され、 おおむね「ッJがもちいられている。

終声

イ. 上2b 畏(モツ)科人|叶

ロ. 上5a c曳(レツ)合写LI

ハ 下9a 包裂(ゾツ)叶乃

ヲアガリナサレヌト

差上マシタニ

アゲ テ

IC [t]Jが鼻音化する場合は「ンJがもちいられているが、 母音聞においてもIC [t] Jに

対して「ン」をもちいた例も見られる。IC [t] Jが鼻音化する例は、『韓 語訓蒙』にも見られ

る表記閣であるが、 これは慶尚道の方言形であるとおもわれる制。

ニ 上 1 b 畏(モン)到量出 筈ニ合ヒマスマイト

ホ. 上2b ヌ(カン)与(ナ)司2ト 唯今下リタト

へ. 上8b 習宮|幸望1 011到(ミン)ヒフド 望ミ ガ トfキマシタソウニ

ト. 上2a 畏(モン)旦起ヌト ヲ出ナサレマイカト

チ. 上6 a 臭(モン)旦人|フ121 ヲ出ナサレヌニツキ

9. 0 

IOJについては、 初声の位置では子音の音価を持たないため、 終声の例についてのみ述べる

こととする。終声IOJにカナを付したところは、 全部で11箇所見られる。

終声IOJは、 おおむね「グJがもちいられている。

終声

イ. 上 1 a 習包(セ*レグ).5:." 1絶影島|

ロ. 上3 b 苓日(リヤグ)1酒量f 21 

牧ノ島

酒量ニ

ハ 下6a 軍営(へ*リヤグ)包有|別様厳筋|寧富士! 永別テ厳ウヲ、セツケラレ

マシタ

終声のIOJが脱落した形であらわれる例も見られる。IOJが脱落した例のうち、 上昇二重

母音の前においてIOJが脱落する現象は、『全一道人』の凡例においても述べられている問。

鍵歴史館本においては、 その現象が顕著にあらわれている。

ー 上3 a 吾害(チヨヨギ)1従容|古|

ホ. 上4a �望(セゲ ルイ)1盛熱f 21 

へ. 下15a 吾包(クイン)1弓人|量" 01 

ユルリト

炎暑ニ

角見ドモガ
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ト. 下19a 宮、(エエグ)I永々|雪 量対人19. 永々イタスギテゴサリマシ

終声ioJに母音i 1 [i] Jが後続し、 連音化した場合は、「ギ」がもちいられている。

ー 上3 a 吾害(チヨヨギ)I従容|古I1羽)

チ. 上7a 世号01 (ギ)叶E

10. x 

ユルリト

夜中タリトモ

「文jにカナを付したところは、 全部で23箇所あり、 終声の例はなく、 語頭の初声に9例、 語

中の初声に14例見られる。i^Jには、 おおむね、 ザ行、 サ*行のカナがもちいられている。 二

点と三点の使い分け閣は、『全一道人Jゃ『朝鮮語訳』とほぼ同じ様相を見せている。 しかし、

「珂」について(40)r全一道人』や『朝鮮語訳Jにおいては、「テ*Jをもちいた例が多数見られる

がは1)、 鍵屋歴史館本には、「テ*Jをもちいた例は見られない。

初声

1 )語頭

イ. 上13b

ロ. 上 1 a 

ハ 上5b

ニ 上3 a

ホ. 上4a

へ 上 1 b 

ト. 下17b

2)語中

イ. 上3 a

ロ 上10b

ハ 上7b

ニ 上5b

ホ. 上14b

へ 下7a

ト. 上6 a

官叫日(サ*パットン)

彊包(セ*レグ)�" I絶影島|

忍司1 (セ*ルレイ)I前例12日H

吾害(チヨヨギ)I従容|古|

考古1(サ*クキ)

至|寄(サ*イソ*ク)I催促|苧k叶

至|寄(ザイソ*ク)I催促|き呈企Á�

芝司(ゾク)

ユ夫1 (ザ)

ささ1苅(クノチョ)

9!否(サ*ブ)刈| き司君昌人| し|

量三号(サ*ク)企司01

曳不(サ*)量

2�号(ゾク)目宮|↑閏忙|

11. 大

トリヲキマシタ

牧ノ鳥

センレイ故

ユルリト

サゾ

サイソクヲ致サウトテ

ゴサイソク ナサレマセイ

ユルリト

ヤハリ

タヘマシテ

トレト ヲ、セラレマスルニヨリ
急々

申ノベマスル

サゾ ゴメイワクニ

「大」にカナを付したところは、 全部で4 箇所あり、 終声の例はなく、 語頭の初声に 2例、 語

中の初声に 2例見られる。 語頭の「大」は、 すべてサ*行のカナがもちいられている。 前項の

i^Jと同様、「テ*Jをもちいた例は見られない。
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初声

1)語頭

イ. 上6 b 担型(セ*ニエン)1遷延|き�cm 延引イタシマシテ

ロ. 上9a 室古I (サ*リ) 起司王 トリソロヘラレマスルシナモ

2)語中

イ. 上11b 史奮(マツツル) スム

ロ. 下12b 史吾(ソ*ム)LH 折節

12. E 

íEJにカナを付したところは、 語中の初声に1例見られるが、 タ行のカナがもちいられてい

る。

初声

語中

イ. 下3 b 曳亭I (ヨツタイ) 伊XI 今マデ

13. n 

ínJにカナを付したところは、 初声の語頭にl例見られるが、「ハ*Jのカナがもちいられ

ている。

初声

語頭

イ. 上4b 聖型(ヒ*レン) ト�，、然| ヒツゼン

14. さ

「古Jにカナを付したところは、 全部で27箇所あり、 語頭の初声に 3 例、 語中の初声に2准例見

られる。

語頭の「古」は、 すべてハ行のカナがもちいられている。

初声

1 )語頭

イ. 上3 a 曹包(ハニエム)1皐炎|喜

ロ. 下20b 喜包(ホレン)1忽然|

極暑ハ

忽チ(タチマチ)

語中の「古」は、 すべての例において脱落した形であらわれる倒。『全一道人』や『朝鮮語訳』
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においては、 語中の「古」にハ行のカナがもちいられており、「古Jが脱落した例は数少ない(岨)。

鍵屋歴史館本は、 語中の「古Jにハ行のカナをもちいた例は見られない。

2)語中

イ. 上5a 早瑚I I無弊|古I (イ) ヲサ、ハリナウ

ロ 上8b 企喜|瞭忽|古I (リ) ソコツニ

ハ 上9a 型自|平安|古I (ニ) ゴヘイアンニ

ニ 上9a 言古I (サ*リ) 起司王 トリソロヘラレマスルシナモ

ホ. 上2b 世乃さI (イ) 悦シウ

へ 下6 b 瑚l'ët" I弊端|古I (ニ)包河| ヘイタンノナイヤウニ

15. 結

本論文では、 鍵屋歴史館に所蔵される『講話』に見られる朝鮮語かな表記、 特にその子音部

分について考察をおこなった。 全体的には、既存の朝鮮語かな資料である『全一道人』ゃ『朝

鮮語訳』と同様の傾向を見せているが、 鍵屋歴史館本の特徴をまとめると以下のようである。

(1 ) ガ行とダ行について、 ダ行の鼻音 性は、 ほほ喪失した体を示している。既存の資料で

は鼻音 性を保っていたガ行についても鼻音 性が喪失していく過程を見せている。

(2 ) 朝鮮語の鼻音 íLJと「ロJに異音として「出わたりJoff glideの破裂音 [ndJ、[mbJ を

ともなったダ行やパ行音のカナを当てた例が見られない。

(3 ) 流音化や連音化など、 発音 変化を反映した表記が顕著に見られる。

(4) 語中の「す」は、 すべて脱落した形であらわれる。

以上を要するに、 これら本資料のかな表記は、 鍵屋歴史館本編纂当時(天明4年(1784) こ

ろ)の朝鮮語音 声・音 韻の特徴を示すものであり、既存の資料とは異なる表記の特徴が発見さ

れたため、 音 韻史への貢献が期待される。

[註]

( 1 ) 本稿は、 平成29-31年度学術研究助成基金助成金 (基盤研究 (C)・課題番号 :l7K02756)による研究成果

の一部である。

( 2 ) 大曲美太郎 (1936) は、 明治初年釜山に設置された草梁館語学 所で使用されていた 『講話』を紹介し、「日

鮮官吏が交換する種々の挨拶の練習用とし て編 輯せし もの紙数21枚 Jと述べている。 大曲美太郎が見た『講

話』 の原本がいま何処にあるかは不明である。

( 3 )安田章(1966) は、 その当時東京大学小倉文庫に所蔵されていた 中 村庄次郎 寄贈本の『講話』を紹介して

いる。 しかし、 この本は現在所在不明で、 福井玲編(2∞12) で作成された小倉文庫目録には含まれていな

い。 福井玲(2011)によれば、 小倉進平の寄贈書目録にあって、 現在の小倉文庫に存 在しない本が何冊か

あるが、『講話』 もこれに含まれる。

( 4  ) 京都大学文学 部 所蔵本[Philology/ 2 D/40.bJ、 上下 2巻 2冊。 各冊とも「講話」と書かれた題集が付されて

いる。 扉 はなく、 上下巻 それぞれの首題に「講話 上」、「講話 下」とある。
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本文は上 巻 20丁(半葉 5行 )、下 巻 25丁(半葉 6行 )、 上 巻末 に「主 朴伊円 道存 」 との朱筆の書付があ

る。 朴真完(201 2)によれば、 朴伊円の号は、 道存 。 出生不明、 弘化 3年(1 846)没。 丁酉再乱( 1598)

当時、 薩摩藩に連 れてこられた陶工朴平意の子孫であり、 薩摩藩 の朝鮮語通詞として活躍した。 苗代川で

筆写された朝鮮語学書『類 合』、『和語類 解』を筆写した人物である。

本文は、 漢字混じりの朝鮮語で書かれており、 漢字 の部分の右側 に朝鮮語読み が付されているが、 傍線 を

用いて朝鮮語読み を省略しているところも多数見受けられる。 本文の左側 には対訳 日 本語が付されている。

朝鮮語本文には、 筆写者による訂正箇所も数箇所見られる。

( 5  )沈寿宮家所蔵本、 上下 2巻 、 上 巻にのみ 「講話J と書かれた題集が付されている。 扉 はなく、 上 巻には、

「講話 上 終」と尾題が、下 巻には、「講話 下 」と首題がある。 上 巻1 6丁(半葉 6行 )、下 巻 22了(半葉 6

行 )、 上 巻 最 終頁 に虫損はあるものの「朴林達 」 の名が認められる。 「朴林達 」 は、 文化 9年(1 81 2)生、

文政 2年(1 81 9) 朝鮮語稽古通事、 天保 3年(1 832) 朝鮮通事、 嘉永 2年(1 849) 朝鮮稽古通詞、 文久 3

年( 1863)奥頭 役。沈寿官家所蔵『交隣須知』を筆写した人物である。 徳永 和喜(2 ∞5)によれば、 朝鮮

通詞をつとめ辞職するまでの問、 すなわち1 832年から1 863年の聞に筆写されたものと考えられる。

本文は、 漢字混じりの朝鮮語で書かれており、 漢字 の部分の右側 に朝鮮語読み が付されているが、 京大本

同様、 傍線 を用いて朝鮮語読み を省略しているところも多数見受けられる。 本文の左側 には対訳 日 本語が

付されている。 本文全般 に虫損甚だしく、 判読が困難な頁 が多い。

( 6  )ロシア東方 学研究 所サンクトペテルプルグ支所(現、 東洋写本研究所)アストン文庫所蔵本[No.C 6 ]、

Dllùo gues In Koreanとの題が付された草洋装本1冊。 原本の和本をばらし、 各丁ごとに洋紙 各 1 枚 をはさ

み 、 洋装しなおしたもの。 和本原本の部分は、 上 巻1 4丁(半葉 7行 )、下 巻 22丁(半葉 7行 )、 上下 巻 とも、

首題に 「講話J とある。

本文は、 漢字混じりの朝鮮語で書かれ、 漢字 の部分の右側 に朝鮮語読み が付されている。 京大本や沈寿宮

本のように傍線 を用いて朝鮮語 読み を省略しているところは見られない。 本文の左側 には日 本語訳が付さ

れている。 朝鮮語 本文には、 筆写者による訂正箇所や、íx、 #、 ※ 」など近代的な記号をもちいた印も多

数見受けられる。

( 7  ) 鍵屋歴史館所蔵本、 上下 2巻l 冊。 表紙 に「講話 上下 全」 と書かれた題築が付されている。 扉 に 「講

話 乾坤 全」 とあり、 上下 巻 それぞれの首題に「講話 上 」、「講話 下 」 とある。

本文は上 巻1 4丁 (半葉 7行 )、下 巻 24丁(半禁 7行 )。 上 巻 の最 終頁 には「天明四年辰五月編集 小田jと

あり、下 巻 の最 終頁 には、「天明四年辰五月編集 小田 幾五郎」とある。 上下 最 終頁 の書付の後 には、 小田

幾五郎 の号である「二萎J をもちいた「二美之書J の落款がある。

本文は、 すべて朝鮮語で書かれているが、 京大本、 沈寿宮本、アストン本において漢字 表記されている部

分には朝鮮語の左側 に漢字を付し、 日 本語対訳は、 朝鮮語の右側 に付しである。 本文には、 小田 幾五郎に

よるものとおもわれる朱書き を含むさまざまな書き込み が見られる。 この書き込み には、 本文の修正・加

筆とともに、 朝鮮語の音価 をあらわすためのカナ表記 や記号なども見られる。

( 8  )九州の中の朝鮮文化 を考える会(2002) pp . 1 21 -1 26. 

( 9  )宝暦四年(1 754)生、 天保二 年( 1田 1)没。 通詞としての最高職である、「大通調jの{立 につくなど、生涯

朝鮮語 通詞として活躍した。 また、『草梁話集』 や『象膏紀聞』 など数身の朝鮮研究書の著述 をなした。 田

川孝三(1 978)に詳しい。

(1 0)九州の中の朝鮮文化を考える会(お 02)p . 12比この一覧は、 許芝銀(201 2) で確認でき る。

( 11 ) 鍵屋歴史館所蔵『講話』の影印本は、 現在大阪 大学 外国学 図書館(請求番号: 31 9.1/67 1) と龍谷大学 深草

図書館(請求記号: 829.11オイコ )にて閲覧が可能である。

(1 2)許秀美(201 8)、(201 9) 参照。

(1 3)沈寿宮本には、 鍵屋歴史館本同様、 ハングルや漢字に日 本語の濁点を付しているところが見られる。 特 に

母音に濁点を付した例[上 9b:中 宴i吾ぜ|や、íLJ にi弱点を付した例[上 12a:遠路I-%!.!c.'， ] は、 鍵

屋歴史館本には見られない書き込み であり、沈寿官本の書き込み についての考察も必要であるが、沈寿官

本は、 虫損甚だしく、 本文の判断が困難である。 i尤寿官本の書き込み についての考察は今後 の課題である。
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(1 4) 対 照 資料としては、『全 一道人』 と『朝鮮語訳』をもちいる。

『全 一道人 .1 :享保1 4年(1 729) 雨森芳洲著。 1冊。 写本。 本書は、 中国明代の在廷前の著した教訓害『勧

懲故事』を朝鮮語に訳 し、 対訳 日 本語を付したもの。 朝鮮語に当たる部分が片仮名、 日 本語の部分が漢

字 平仮名交じりによって表記されており、 かな書き 朝鮮語の代表的な資料である。 安田章(1 964) 参照。

『朝鮮語訳.1 :江戸の儒学 者服部南郭が寛延三年(1 750)に筆写したもので、 全 3冊。 第l冊は、 カタカ

ナ漢字 交じりの朝鮮語を発音通りに書き 、 その左様に一段下げひらがな漢字 交じりの日 本語対訳を付す。

「全 一道人」 と同様、 1 8世紀初中葉 の朝鮮語音韻資料として重要な資料の一つである。 岸田文隆(2006)

参照。

(1 5) 促音の「ッ」 は、「司jの前にl 例、IEJの前に11 例、「立」 の前に 9 例、「支」 前に1 2例、 上下巻 合わせ

て33例 見られる。 許秀美(201 9) 参照。

(1 6) 濁点を付した子音は、「寸J、ICJ、II:IJ、「スJであり、 上下巻 合わせて41 4箇所見られる。 許秀美(201 9)

参照。

(1 7) 朝鮮語に付した濁点については、 許秀美(201 9) で論 じたので基本的にここでは触れない。

(1 8) 朝鮮語の初声「寸Jに付された「カ行J と「ガ行jかなの使い分けについては、安田章(1 964)pp .24-25 

に詳しい。 鍵屋歴史館本には、 初声の「寸」を「ガ行」で受け止めたことを示すために朝鮮語に濁点を付

している例が84例 見られるが、 83例はI..，Jに先行する音節の終声が鼻音IL，ロ ，oJ の場合であり、 l 

例は、 母音問の「寸」に付された例である。 母音問の「寸Jにガ行音がもちいられた例は『全 一道人』 や

『朝鮮語訳jなどでは見られない。

(1 9) r全 一道人jや『朝鮮語訳』 などでは、 母音聞 の「寸jが濁音表記された例は見られず、 先行する音節の終

声が鼻音IL，ロ ，oJの場合に限られる。 安田章(1 964)pp .24-25、 陳南海(2003)p .89、 金文姫(201 8)

pp . 1l7-1 21 参照。

(20)ロドリゲス、 ジョアン原著・土井忠生注 (1 955) p . 637 参照。

(21 ) 朝鮮語に付されたカナについては、( )をもちいて示す。 ただし、 朝鮮語の終声音だけにカナを付したも

のや朝鮮語に付された濁点については、( )をもちいなし、また、 本文にもちいられた畳字については、

「、」を、 本資料編纂者 が加筆したものについては、 Hをもちいて示す。下線 は本論文の筆者 が付したもの

である。

(22) カナに付された三点は、I*Jをもちいて示す。

(23) I I内の漢字 は、 朝鮮語 本文の左に付された漢字を示す。

(24) 語頭初声「しJに「ダ行 jのカナがもちいられた例は、 朝鮮語の鼻音ILJ が異音として「出わたりJoff 

glideの破裂音[ndJを伴う 場合があることと関連 しているとおもわれる。 安田章(1 964)pp .25-26、 岸田

文隆(2 ∞8)pp . 75-76 参照。

(25) r 朝鮮語訳』には、終声「召」に初声のILJが続いても流音化 していない状態とおもわれる「ル+ナ行音」

を当てた例が見られる。 岸田文隆(2 ∞8)p . 77参照。

(26) I喧|年IJ と「首|納IJの音節頭のILJが俗音の影響を受けたとおもわれるが、『全 一道人』 の凡例に

[運米官|を叫苦|ウルミグワン]の例が見られることから、「そ|近IJ Iを|運IJの「し」 が舌側 音化 し

た可能性も考えられる。 宋敏(1 986)pp .44-45参照。

(27) I巳」を終声にもちいた例はないが、「じ[t]Jに中和される終声「人Jについては、「人」 の項目で述べる。

(28) 鍵屋歴史館本には、ICJを「ダ行」 で受け止めたことを示すために朝鮮語に濁点を付し ている例が162例

見られる。 う ち78例は鼻音に後続する環境以外のものである。 許秀美(201 9) 参照。

(29) r全 一道人jにおいては「寸」 同様、 語中のIcJについても、 例外なく鼻音に接しない限りすべてタ行音

が当てられている。『全 一道人jには、「カッチャットニ Jゃ「ヲプチロットニjなどの例について安田章

(1 964) では、 これらを有声音として捉えなければならないとしている。 安田章(1 964)pp .27-28参照

『朝鮮語訳』 では、 前に有声音が立つ場合にもダ行音のカナをもちいた例が見られ、 ダ行音の鼻音性が徐今

に喪失していく過程を示している。 鍵屋歴史館本においては、 朝鮮語に濁点を付した例も含めるとダ行音

の鼻音性はほぼ喪失したと考えられる。
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(30) 語頭初 声「 ロ」に「 パ行」 のカナがもちいられた例は 、 朝鮮語の鼻音 「 ロ」 が 異音 とし て 「 出わたりJoff 

gJideの破裂音[mb] を伴う 場合があることと関連し ているとおもわれる。 安田章( 1964)p. 48 、岸田文陵

( 抑8)pp. 83 -84 参照。

(31) r全一進人』や『朝鮮語訳』には 、 語頭 の íklJに「パ行」のカナをもちいた例が見られるが 、 鍵屋歴史館

本においては 、 語頭の íklJに「 パ行Jのカナをもちいた例は見られない。 安田章( 196 4)p .48 、岸田文隆

α∞8) p. 83参照。

(32)安田章( 196 4)pp.28-2 9 、岸田文隆(2008)p. 85 参照。

(33)岸田文隆(2008)p. 86 、 許仁寧(2014)pp. 107 -108参照。

(34)岸田文隆(2∞8)p. 86 参照。

(35) r韓 語訓蒙 』には、「畏芝斗」に対し て「モンタンダ」と表記し ている例が見られる。 岸田文隆(2 α沿)p. 1 印

参照。

(36)韓国精神 文化研究院( 1987 -1995) vn p. 3∞ 、 四 p.275 参照。

(37) 宋敏( 1986)pp. 46 -47 参照。

(38) 鍵屋歴史館本では 、 語 中の「き」 はすべて 脱落し た形 であらわれる。

(39)奈良林愛(2010)pp. 118 -119参照。

( 40) í刈」について、『全一道人』 では 、「セ*Jを当てた例は見られない。 『朝鮮語訳』 では 、「 定| セ*ク|チJ

のl 例のみ が見られるが 、 鍵屋歴史館本では 、『朝鮮諸 訳』 で見られる「定[壱<噂]Jに対し て朝鮮語に

濁点を付し 「コザ」と表記し ている。 この 他にも 、 鍵屋歴史館本には「 材」に濁点を付し た例が多数見られ

るが 、「 刈」に対し て「セ*Jをもちいた例及び、「 材」に濁点を付し例の音価 については 、 さらに 検討を

要 する。 安田章( 196 4)pp. 30-3 4、岸田文隆(2008)pp. 90 -92 、 許仁寧(2014)pp. 59-6 1参照。

( 41) í刈」に対し て「テ*Jがもちいられたのは 、í�Jの 口蓋音 化 の 完了以前の 様相を示し ているためとおも

われる。 奈良林愛(2010)pp. 118-119 、岸田文隆(2 ∞8)pp. 91-92 参照。

( 42) í宣言」が 脱落 する現象 は 、 15 世 紀から見られ「官官」 脱落型 と維持型 が当初共存 し ていたが 、 体言 の場合は17

世 紀以降、 用 言 の場合は19 世 紀以降に「言」 脱落型 が 優勢になる。 許仁寧(2014)pp. 109-110。

( 43)岸田文隆( 却08)pp. 95 参照。
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